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お金をかけずに“ざんねん社員”を育てるルーティン（第3回）

1人ひとりの「脳力」に差はないからこその習慣化

2017.11.08

第3回は、習慣を変えていくための仕掛けについて紹介し
ます。
著者の東川広伸氏は、中小企業など300社以上の経営相談に乗ってきた経営コンサルタントです。9000人以上の社員を育
てきた経験を基に、2015年に「残念な社員が一流に変わる秘密のルーティン」を出版。人を育てるために必要なものは「基
本的にノートと社長や上司と部下による対話だけ」という東川氏が仕掛けるルーティン（習慣化）とは？

人材が育つ会社へと変化していくに当たり、どんな社員であれ、実は人の「脳力」に差はありません。こう言うとビックリするか
もしれませんが、人間の脳細胞は140億～150億個あるといわれています。この数に個人差はほぼないそうです。でも、実際
には一流社員や残念な社員と区別してしまう。それは「能力」に差があると感じるからです。

脳力と能力の差を簡単に説明すると、脳力とは脳の発揮する力のこと。脳細胞同士の回路のつながり方が大きく影響すると
いわれています。一方、能力とは、結果として表れる言動を意味します。その言動には、顕在的な意識で考えて、手、口、
足を動かす「行動」と、潜在的な無意識の働きとして手、口、足が自然に動く「習慣（癖）」に分けることができます。とっさに
出る行動といえば分かりやすいでしょうか。

実は人の能力（言動）は顕在意識に基づく行動よりも、潜在意識の働きによる習慣の影響が圧倒的に大きいのです。つまり
、無意識の習慣によって能力が大きく左右されるわけです。分かりにくいかもしれないので、事例で説明しますね。

誰かが仕事を手伝ってくれたとき、あなたは「すみません」と「ありがとう」のどちらを使ってお礼を言っていますか。相手から
すると、ありがとうと言われたほうが気持ちいいことは明らかです。

「すみません」はあいまいな言葉だと気付くことから… 続きを読む
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